
　

今
回
は
、
市
の
水
道
事
業
の
経
営

状
況
と
課
題
に
つ
い
て
、
水
道
課
・

石
田
雅
男
課
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

水
道
料
金
と
経
営

―
―
水
道
事
業
は
、
ど
の
よ
う
に
経

営
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

水
道
事
業
の
経
営
主
体
は
、
水
道
法

第
６
条
で
「
原
則
と
し
て
市
町
村
が

経
営
す
る
も
の
」
と
定
め
ら
れ
、ま
た
、

地
方
財
政
法
第
６
条
で
特
別
会
計
を

設
け
、
料
金
収
入
に
よ
り
経
営
す
る

「
独
立
採
算
制
」
が
原
則
と
な
っ
て
い

ま
す
。

―
―
市
の
税
金
で
は
な
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
水
道
料
金
で
経
営
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

は
い
。
で
す
か
ら
水
道
料
金
は
市

町
村
ご
と
に
異
な

り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
現
在
約
９
割
の
皆
さ
ん
が

契
約
し
て
い
る
20
㎜
口
径
料
金
は
、
県

内
23
市
の
中
で
最
も
安
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
的
に
見
て
も
非
常
に

安
価
で
す
。
富
士
山
の
恵
み
を
受
け
、

ろ
過
や
沈
砂
な
ど
の
工
程
が
不
要
な
地

下
水
を
市
の
水
道
水
と
し
て
低
コ
ス
ト

で
供
給
で
き
る
環
境
に
あ
る
た
め
で
す
。

水
道
会
計
の
現
状
と
課
題

―
―
し
か
し
、
現
在
は
厳
し
い
現
状
や

課
題
を
抱
え
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

　
は
い
。
平
成
26
年
度
に
は
市
の
水
道

事
業
は
33
年
ぶ
り
の
赤
字
と
な
り
、
平

成
27
年
度
も
赤
字
経
営
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
昭
和
57
年
度
に
料
金
改
定

し
て
以
来
、
漏
水
工
事
や
料
金
業
務
の

民
間
委
託
、
課
の
統
合
に
よ
る
組
織
の

ス
リ
ム
化
や
職
員
の
削
減
、
遊
休
不
動

産
の
売
却
、
施
設
の
長
寿
命
化
へ
の
対

応
な
ど
、
地
方
公
営
企
業
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
経
費
削
減
策
を
講
じ
、
経
営
効

率
を
高
め
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
対
応
が
難
し
い
状
況
で
す
。

―
―
そ
れ
で
、
料
金
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
の
で
す
ね
。

　

は
い
。
市
長
が
「
三
島
市
水
道
事
業

審
議
会
」
に
料
金
改
定
を
諮
問
し
、
７

月
13
日
か
ら
審
議
が
続
い
て
い
ま
す
。

給
水
量
・
給
水
収
益
の
減
少

―
―
現
在
の
状
況
の
原
因
は
何
で
す
か
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行
な
ど
に
よ

る
人
口
減
少
や
市
民
の
生
活
様
式
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
水
需
要
の
減
少
が
最

大
の
要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
給
水
収
益
の
減
少
傾
向
が
止
ま
り

ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
２
年
後
に

は
施
設
整
備
に
充
て
る
積
立
金
が
底
を

つ
き
、
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
供
給

に
必
要
な
整
備
資
金
が
確
保
で
き
ず
、

さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
運
動
資
金
が
不

足
し
水
道
事
業
経
営
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

進
む
老
朽
化
と
急
が
れ
る
耐
震
化

―
―
施
設
の
状
態
も
心
配
で
す
ね
。

　

施
設
や
管
路
の
多
く
は
昭
和
45
年
～

55
年
こ
ろ
の
人
口
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
集
中
的
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
配
水

池
（
水
道
タ
ン
ク
）
や
水
道
管
に
は
老

朽
化
の
進
む
も
の
や
耐
震
性
の
不
足
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
水
道
水

を
安
定
供
給
す
る
た
め
に
は
老
朽
管
の

更
新
や
施
設
の
耐
震
化
が
急
務
と
な
り
、

多
額
の
事
業
費
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

水
道
の
将
来
を

考
え
る

水
道
事
業
連
載　
第
３
回

給
水
量
・
給
水
収
益
の
減
少
の
詳
細

　

平
成
26
年
度
に
は
収
益
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
平
成

７
年
度
と
比
較
し
て
２
億
５
千
７
０
０
万
円
減
少

し
、
お
よ
そ
１
億
円
の
純
損
失
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
27
年
度
も
お
よ
そ
８
５
０
万
円
の
赤
字
と

な
り
、非
常
に
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

水
道
管
路
の
老
朽
化
と
急
が
れ
る
耐
震
化

○
老
朽
管
率
33
％

　

県
内
の
23
市
中
、21
番
目
と
い
う
結
果
で
し
た（
平

成
26
年
度
）。
県
内
23
市
の
う
ち
３
番
目
に
管
路
更

新
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
広

報
み
し
ま
11
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

問
合
せ　
水
道
課
（
☎
９
８
３
・
２
６
５
７
）

▲水道課・石田雅男課長

▲１日の平均配水量

順位 事業体 料金
１ 三島市 3,200
２ 沼津市 3,220
３ 富士宮市 3,564

４ 伊豆の
国市 3,951

５ 焼津市 4,146
▲県内 23 市の水道料金
順位（単位：円※税
込　20㎜口径２カ月
で 40㎥使用）

010,000
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三
島
の
村
名
⑧

　

鶴つ
る
は
み喰

ー
そ
の
二
ー

　
（
中
郷
地
区
）

　
ー
周
福
寺
ー

　

富
士
・
沼
津
・
三
島
３
市
博
物
館
共

同
企
画
展
の
第
一
弾
と
し
て
、
十
月

十
五
日
（
土
）
か
ら
郷
土
資
料
館
で
開

催
す
る
企
画
展
「
駿
東
・
北
伊
豆
の
戦

国
時
代
―
北
条
五
代
と
山
中
城
―
」
に

関
連
し
、
山
中
城
の
戦
い
の
直
前
の
状

況
を
紹
介
し
ま
す
。

　

三
島
地
域
は
、
十
五
世
紀
末
の
伊い

せ勢

宗そ
う
ず
い瑞
（
北ほ

う
じ
ょ
う
そ
う
う
ん

条
早
雲
）
の
伊
豆
乱
入
以

来
、
関
東
の
雄
・
戦
国
大
名
北
条
氏
の

直
接
支
配
を
う
け
る
領
域
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
北
条
氏
の
本
拠
地
小
田
原

の
「
西
の
防
衛
」
を
担
う
地
と
し
て
、

箱
根
西
麓
に
山
中
城
が
築
か
れ
ま
し

た
。
群
雄
割
拠
の
時
代
に
あ
っ
て
、
五

代
約
百
年
も
の
間
、
関
東
に
覇
を
唱

え
た
北
条
氏
で
す
が
、
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
豊
臣
秀
吉
の
進
攻
を
う

け
、
滅
亡
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
小
田
原
合
戦
」
で
す
。

東
海
道
を
西
よ
り
攻
め
来
た
る
豊
臣
軍

と
、
北
条
軍
と
が
全
面
衝
突
し
た
地
の

一
つ
が
山
中
城
で
し
た
。

　

こ
れ
よ
り
前
、関
白
の
地
位
に
昇
り
、

九
州
平
定
を
果
た
し
た
秀
吉
は
、
天
正

十
六
年
（
一
五
八
八
）
四
月
、
京
都
の

聚じ
ゅ
ら
く
て
い

楽
第
に
諸
国
の
大
名
を
呼
び
集
め
ま

す
。
し
か
し
北
条
氏う

じ
ま
さ政
・
氏う

じ
な
お直
父
子
は

そ
の
求
め
に
応
じ
ず
、
上
洛
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
同
年
八
月
に
至
り
、
徳
川
家

康
の
取
り
成
し
で
、
氏
政
の
弟
で
あ
る

北
条
氏う

じ
の
り規

が
上
洛
し
、
秀
吉
に
謁え

っ
け
ん見

を

果
た
し
た
こ
と
で
、
北
条
氏
の
豊
臣
政

権
へ
の
従
属
が
内
外
に
示
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
引
続
き
、
両
者

の
関
係
性
は
緊
張
を
は
ら
む
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
翌
年
の
天
正
十
七
年

（
一
五
八
九
）
十
一
月
初
頭
に
北
条
氏

家
臣
猪い

の
ま
た
く
に
の
り

俣
邦
憲
が
真
田
氏
の
治
め
て
い

た
名な

ぐ
る
み
じ
ょ
う

胡
桃
城
（
群
馬
県
利と

ね
ぐ
ん

根
郡
み
な
か

み
町
）
を
奪
取
し
て
し
ま
い
ま
す
。
同

城
周
辺
は
、
長
ら
く
真
田
・
北
条
間
の

係
争
地
で
し
た
が
、
こ
の
年
二
月
に
秀

吉
が
真
田
の
領
有
地
と
す
る
裁
定
を

下
し
た
こ
と
で
、
決
着
を
み
て
い
ま
し

た
。
こ
の
裁
定
を
無
視
す
る
行
い
が
、

秀
吉
の
北
条
氏
攻
略
の
直
接
の
引
き
金

と
な
り
ま
し
た
。
天
正
十
七
年
十
一
月

二
十
四
日
、
秀
吉
は
北
条
氏
当
主
氏
直

に
対
し
、
来
春
、
北
条
氏
征
伐
に
踏
み

切
る
こ
と
を
宣
言
す
る
文
書
を
送
り
付

け
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
北
条
氏
は

領
内
の
防
衛
を
固
め
る
と
と
も
に
、
家

康
に
取
り
成
し
を
依
頼
す
る
な
ど
諸
策

を
講
じ
ま
す
が
、
両
者
の
対
決
は
避
け

ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

天
正
十
八
年
三
月
一
日
、
秀
吉
が
聚

楽
第
を
出
陣
、
二
日
に
は
先
発
し
た
家

康
が
黄
瀬
川
の
惣
河
原
（
長
泉
町
）
に
、

羽は
し
ば
ひ
で
つ
ぐ

柴
秀
次
（
秀
吉
の
甥
）
が
沼
津
に
着

陣
し
て
い
ま
す
。
翌
三
日
に
戦
端
が
開

か
れ
、
二
十
九
日
早
朝
、
山
中
城
は
圧

倒
的
多
数
の
豊
臣
軍
に
包
囲
さ
れ
て
、

合
戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

鶴
喰
の
飛
び
地
に
宝ほ

う
て
い
ざ
ん

鼎
山
周
福
寺
が
あ
り
ま
す
。

青
木
集
落
の
中
に
あ
る
た
め
、「
青
木
の
周
福
寺
」

と
称
さ
れ
ま
す
が
、
鶴
喰
の
寺
院
で
す
。

　

こ
こ
は
源
頼
朝
と
縁
が
深
く
、
寺
伝
に
よ
る
と
頼

朝
が
源
氏
再
興
の
た
め
三
嶋
大
社
に
百
日
の
祈
願
に

参
詣
し
た
折
、
俎ま

な
い
た
ば
ら

板
原
（
東
本
町
一
帯
の
旧
地
名
）

の
稲
荷
社
（
間ま

ど
ろ
み眠

神
社
）
の
前
に
草
堂
が
あ
り
、
こ

こ
で
巳み

の
刻
（
午
前
十
時
ご
ろ
）
を
待
っ
て
仮
眠
を

と
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
尊
薬
師
如
来
が
現
れ
吉
兆

を
告
げ
る
霊
夢
を
見
た
、
と
伝
わ
り
ま
す
。
頼
朝
は

そ
の
印
と
し
て
堂
の
傍
ら
に
松
を
植
え
、「
ま
ど
ろ

み
の
松
」
と
名
付
け
ま
す
。

　

後
に
鎌
倉
に
幕
府
を
開
く
と
、
仏
恩
に
報
い
る
た

め
、
建
久
年
間
（
一
一
九
〇
～
九
八
）
に
、
現
在
地

に
寺
を
建
立
し
祈
願
所
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
般
に
伝
わ
る

「
ま
ど
ろ
み
の
松
」

伝
説
と
は
異
な
り

ま
す
が
、
頼
朝
の

篤あ
つ

い
信
仰
心
を
示

す
伝
承
で
す
。

山中城の戦いの前史

問郷土資料館（☎ 971 － 8228）

No.3４１

▲山中城の位置

▲北条氏五代系図

▲周福寺
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